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今
、世
界
各
国
で
原
子
力
発

電
を
再
評
価
し
原
子
力

に
回
帰
す
る
動
き
─
─
い
わ
ゆ
る

「
原
子
力
ル
ネ
サ
ン
ス
」
が
起
き
て

い
る
。

　

例
え
ば
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
七

九
年
の
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
子
力
発

電
所
の
事
故
以
来
凍
結
し
て
い
た
原

子
力
発
電
所
の
建
設
を
再
開
。
現
在
、

　原子力

「原子力」に回帰する
世界のなかで
田中 知 東京大学大学院教授

七
基
の
建
設
計
画
が
進
ん
で
お
り
、

将
来
的
に
は
さ
ら
に
二
十
五
基
の
建

設
構
想
が
あ
る
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
も
、
八
六
年
の
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
子
力
発
電
所
の
事
故
以
降
、
新
規

開
発
に
慎
重
な
姿
勢
だ
っ
た
イ
ギ
リ

ス
や
、
い
っ
た
ん
は
撤
退
を
決
め
た

イ
タ
リ
ア
な
ど
も
、
政
策
の
見
直
し

を
始
め
て
い
る
。

　

一
方
ア
ジ
ア
に
眼
を
転
じ
る
と
、

こ
ち
ら
は
ル
ネ
サ
ン
ス
ど
こ
ろ
か
、

ま
さ
に
伸
び
盛
り
だ
。
韓
国
は
原
子

力
の
発
電
電
力
量
比
率
五
〇
％
程
度

を
目
指
し
て
い
る
し
、
中
国
や
イ
ン

ド
で
も
建
設
計
画
が
目
白
押
し
。
中

国
で
は
、
現
在
十
一
基
が
運
転
中
だ

が
、
建
設
計
画
や
構
想
を
見
る
と
、

二
〇
三
〇
年
に
は
百
三
十
基
以
上
の

原
子
力
発
電
所
が
動
く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
た
原
子
力
回
帰
の
背
景
の

一
つ
が
、
深
刻
化
す
る
地
球
温
暖
化

問
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

二
〇
〇
八
年
の
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の

首
脳
宣
言
で
、
原
子
力
を
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
を
減
少
さ
せ
る
不
可

欠
の
手
段
と
見
な
し
、
原
子
力
計
画

へ
の
関
心
を
示
す
国
が
増
大
し
て
い

る
こ
と
を
明
言
し
た
の
も
記
憶
に
新

し
い
と
こ
ろ
だ
。

　

と
は
い
え
、
原
子
力
発
電
だ
け
で

アメリカ
 99.0（104） 10.2（7）

フィンランド
 2.7（4） 1.6（1）スウェーデン

9.1（10）

リトアニア
1.2（1） 

ベラルーシ
2.0（2）

チェコ
3.5（6） スロバキア

 2.1（5） 0.8（2）
ウクライナ

13.1（15） 1.9（2）

ルーマニア
1.3（2） 1.3（2）

アルメニア
0.4（1）

ブルガリア
1.9（2） 1.9（2）

イラン
2.9（3） 

パキスタン
0.4（1） 0.9（3）

インド
3.8（17） 11.5（16）

中国
8.6（11） 36.5（35）

ロシア
21.7（31） 14.5（15）

韓国
17.6（20） 9.9（8）

北朝鮮
1.0（1） 

日本
 47.6（55） 17.2（13）

カナダ
12.7（18） 5.5（6）

メキシコ
1.3（2）

ブラジル
1.9（2） 1.2（1）

アルゼンチン
0.9（2） 1.4（2）

インドネシア
2.0（2） 

南アフリカ
1.8（2） 0.2（1） 

ハンガリー
1.8（4） 

スロベニア
 0.7（1） スイス

3.2（5）スペイン
7.4（8） 

フランス
 63.4（59） 1.6（1）

ドイツ
20.3（17）

イギリス
11.0（19）

ベルギー
5.7（7）
オランダ

0.5（1）

〈現状〉■
●30カ国で439基、約370GWが運転中

〈建設・計画中〉■
●21カ国で127基、約130GW
●別途既存設備リプレース需要有

〈将来構想：29カ国で、合計222基、約200GW〉
●アメリカ：25基、約32GW
●ロシア：20基、約18GW
●中国：86基、約68GW
●インド：9基、約5GW
●南ア、ブラジル、ウクライナ等でも大幅増加を計画
●ベトナム等東南アジア、中東諸国で新規導入を計画

世界の原子力発電の開発状況

単位：GW（百万kW）

出典：2007年版原子力白書（原子力委員会）
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そ
れ
は
千
年
前
の
こ
と
だ
っ
た

︱
︱
日
本
の
古
典
文
学
の
最

高
峰
で
あ
り
、
世
界
最
古
の
長
編
小

説
で
も
あ
る
『
源
氏
物
語
』
の
存
在

が
初
め
て
記
録
さ
れ
た
。

　

源
氏
物
語
が
い
つ
書
か
れ
た
の
か
、

正
確
な
年
月
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、

作
者
の
紫
式
部
は
『
紫
式
部
日
記
』

の
中
で
、
寛
弘
五
（
一
〇
〇
八
）
年

十
一
月
一
日
の
敦
成
親
王
誕
生
五
十

日
祝
い
の
夜
、
藤
原
公
任
か
ら
「
あ

な
か
し
こ
。
こ
の
わ
た
り
に
わ
か
む

ら
さ
き
や
さ
ぶ
ら
ふ
（
こ
の
あ
た
り

に
若
紫
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
で
す
ね
）」
と
戯
れ
か
け
ら
れ
た
、

と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
が
源
氏
物
語

に
関
す
る
最
古
の
記
録
で
あ
り
、
少

な
く
と
も
こ
の
時
点
で
巻
五
・
若
紫

は
完
成
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

以
来
一
千
年
。
源
氏
物
語
は
時
代

を
超
え
、
国
境
を
超
え
て
幅
広
い
読

者
に
読
み
継
が
れ
て
い
る
。
と
り
わ

け
海
外
で
の
評
価
は
高
く
、
翻
訳
さ

れ
た
言
語
は
実
に
二
十
一
カ
国
語
。

ユ
ネ
ス
コ
の
「
世
界
偉
人
暦
」
に
日

本
人
と
し
て
初
め
て
紫
式
部
が
選
ば

れ
た
り
、
米
国
ラ
イ
フ
誌
で
「
こ
の

千
年
に
世
界
を
変
え
た
百
の
出
来

事
」
の
一
つ
に
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
る

な
ど
、
単
な
る
文
学
作
品
に
と
ど
ま

ら
な
い
評
価
も
受
け
て
い
る
。

　

な
ぜ
源
氏
物
語
は
こ
れ
ほ
ど
人
々

を
魅
了
す
る
の
か
。
そ
の
理
由
の
第

一
は
、
や
は
り
面
白
い
か
ら
だ
。
全

五
十
四
帖
で
登
場
人
物
は
四
百
人
以

上
、
主
要
人
物
だ
け
で
も
優
に
五
十

人
を
超
え
る
が
、
一
人
ひ
と
り
の
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
が
際
立
ち
、
構
成
も
巧

み
で
読
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
。
加
え

　文化

「源氏物語
千年紀」に想う
山本壯太 源氏物語千年紀委員会ゼネラルプロデューサー

温
暖
化
を
食
い
止
め
よ
う
と
す
れ
ば
、

二
〇
五
〇
年
に
は
世
界
で
約
千
五
百

G
W
（
一
G
W
は
百
万
kW
）
の
原
子

力
発
電
所
が
必
要
と
の
試
算
も
あ
る
。

現
在
は
四
百
三
十
九
基
、
約
三
百
七

十
G
W
だ
か
ら
、
新
た
に
約
千
基
の

発
電
所
を
つ
く
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

こ
れ
は
容
易
な
数
で
は
な
い
が
決
し

て
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
。
地
球

環
境
問
題
解
決
と
い
う
観
点
で
は
全

世
界
的
に
こ
れ
を
実
現
し
て
い
く
必

足
と
い
う
事
情
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
う
し
た
状
況

下
、
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ
２

を
排
出
し
な

い
環
境
優
位
性
や
、
ウ
ラ
ン
燃
料
の

供
給
安
定
性
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

原
子
力
開
発
に
追
い
風
が
吹
い
て
い

る
。

　

た
だ
持
続
的
に
原
子
力
開
発
を
進

め
て
い
く
う
え
で
は
、
安
全
運
転
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
放
射
性
廃
棄
物

の
処
理
処
分
、
核
拡
散
リ
ス
ク
な
ど

に
き
ち
ん
と
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

世
界
屈
指
の
技
術
力
で
原
子
力
平

和
利
用
を
先
導
し
て
き
た
日
本
の
役

割
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
だ

ろ
う
が
、
国
際
貢
献
を
果
た
す
に

は
、
ま
ず
は
足
元
・
国
内
を
し
っ
か

り
固
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
第
一

に
、
現
在
稼
働
中
の
原
子
力
発
電
所

を
安
全
に
安
定
し
て
運
転
す
る
こ
と
。

ま
た
建
設
中
三
基
を
含
む
十
三
基
の

新
増
設
計
画
や
、
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計

画
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
稼
働
を

円
滑
・
適
正
に
進
め
る
こ
と
。
そ
し

て
若
い
技
術
者
が
日
本
の
原
子
力
の

将
来
に
希
望
を
持
て
る
よ
う
、
人
材

育
成
も
含
め
、「
原
子
力
立
国
」
の

青
写
真
を
き
ち
ん
と
描
く
こ
と
。
こ

れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
課
題
を
国
内
で

着
実
に
進
め
て
こ
そ
、
世
界
へ
の
飛

躍
も
、
国
際
貢
献
の
道
も
開
か
れ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

日
本
と
同
様
、
原
子
力
発
電
の
先

進
国
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
電
力
会
社
も

原
子
力
メ
ー
カ
ー
も
国
と
関
係
の
強

い
一
社
の
独
占
体
制
。
一
方
、
日
本

の
原
子
力
発
電
は
、
各
地
域
に
根
づ

い
た
電
力
会
社
が
担
っ
て
い
る
。
地

域
に
根
づ
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
緊

張
感
を
持
っ
て
、
よ
り
安
全
に
安
定

し
て
電
気
を
つ
く
り
送
り
届
け
る
と

い
う
社
会
的
使
命
感
も
強
く
な
る
。

こ
う
し
た
特
性
を
見
据
え
、
世
界
へ

の
貢
献
を
視
野
に
、
日
本
な
ら
で
は

の
「
原
子
力
ル
ネ
サ
ン
ス
」
に
取
り

組
む
こ
と
が
、
何
よ
り
重
要
だ
。

要
が
あ
る
。

　

同
時
に
原
子
力
回
帰
を
促
し
て
い

る
大
き
な
要
因
は
、
原
油
価
格
高
騰

や
資
源
枯
渇
へ
の
懸
念
か
ら
く
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
だ

ろ
う
。
実
際
、
各
国
の
資
源
獲
得
競

争
は
熾
烈
化
し
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス

が
原
子
力
発
電
推
進
へ
舵
を
切
っ
た

の
も
、
北
海
油
田
の
枯
渇
を
に
ら
ん

で
の
こ
と
だ
し
、
中
国
に
は
急
激
な

経
済
成
長
に
伴
う
慢
性
的
な
電
力
不

て
紫
式
部
自
身
の
人
生
観
で
あ
る

「
心
身
世
（
し
ん
し
ん
せ
）」
︱
︱
肉

体
と
精
神
の
葛
藤
、
社
会
的
存
在
と

し
て
の
苦
悩
は
、
現
代
に
も
通
じ
る

テ
ー
マ
。
い
つ
誰
が
読
ん
で
も
共
感

で
き
る
普
遍
性
を
持
っ
て
い
る
。

　

か
の
文
豪
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
に
先

立
つ
こ
と
六
百
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は
十
字
軍
前
夜
、
中
国
で
は
唐
滅
亡

後
の
混
乱
に
よ
う
や
く
北
宋
が
終
止

符
を
打
っ
た
頃
、
日
本
で
こ
れ
ほ
ど

の
文
学
が
女
性
の
手
に
よ
っ
て
生
ま

れ
た
こ
と
に
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
。

　

当
時
、
日
本
で
女
性
文
化
が
花
開

い
た
背
景
に
は
、
平
安
期
が
比
較
的

平
和
な
時
代
だ
っ
た
こ
と
と
「
ひ
ら

が
な
」
の
発
明
が
あ
る
。
加
え
て
日

本
固
有
の
文
化
︱
︱
豊
穣
な
自
然
と

共
生
す
る
文
化
的
風
土
が
、
女
性
が

活
躍
す
る
土
壌
に
も
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
。

　

そ
し
て
も
ち
ろ
ん
、
特
筆
す
べ
き

は
紫
式
部
の
類
い
ま
れ
な
才
能
だ

が
、
紫
式
部
に
し
ろ
清
少
納
言
に
し

ろ
、
平
安
期
に
活
躍
し
た
女
性
は
受

領
（
諸
国
の
長
官
。
任
国
に
赴
き
実

地
に
政
務
を
執
る
国
司
の
最
上
席

者
）
階
級
の
人
が
多
く
、
彼
女
た
ち

宇治市源氏物語ミュージアム所蔵『源氏絵鑑帖』より「空蝉」

主要国の原子力発電の割合（発電電力量）

出典：ENERGY BALANCES OF OECD COUNTRIES 2004-2005
 ENERGY BALANCES OF NON-OECD COUNTRIES 2004-2005

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000 40,000 45,000

アメリカ

中国

日本

ロシア

インド

カナダ

ドイツ

フランス

ブラジル

イギリス

韓国

イタリア

19.0％
（42,684）

2.1％
（25,359）

27.9％
（10,942）

15.7％
（9,512）

2.5％
（6,990）

14.7％
（6,281）

26.6％
（6,132）

79.1％
（5,706）

2.5％
（4,030）

20.5％
（3,976）

37.8％
（3,879）

0％
（2,944）

■原子力　
■石炭　
■石油　
■天然ガス　
■水力　
■その他

上段：原子力発電比率
（下段）：発電電力量（億kWh）

（億kWh）

た
な
か　

さ
と
る

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科

原
子
力
国
際
専
攻
教
授

一
九
五
〇
年
大
阪
府
生
ま
れ
。
東
京
大
学
工

学
部
原
子
力
工
学
科
卒
、
同
大
学
院
工
学

系
研
究
科
原
子
力
工
学
専
攻
博
士
課
程
修

了
。
東
京
大
学
助
教
授
を
経
て
、
九
四
年
教

授
。
核
融
合
工
学
、
廃
棄
物
工
学
、
原
子
力

社
会
工
学
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
俯
瞰
工
学
な

ど
研
究
。
原
子
力
委
員
会
長
期
計
画
策
定

委
員
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
委
員
等

も
務
め
る
。

http://w
w

w
.flanker.n.t.u-tokyo.ac.jp/

~chitanak/
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に
は
京
の
都
し
か
知
ら
な
い
宮
廷
人

と
違
い
、
他
の
地
域
を
見
る
機
会
が

あ
っ
た
。
紫
式
部
も
父
の
任
地
だ
っ

た
武
生
（
現
・
福
井
県
越
前
市
）
へ

の
行
き
帰
り
、
都
の
外
の
自
然
や
風

景
、
人
の
生
き
様
を
見
聞
す
る
こ
と

で
、
当
時
と
し
て
は
希
有
な
ほ
ど
の

広
い
視
野
を
得
た
の
だ
と
思
う
。
そ

し
て
そ
の
経
験
が
、
京
か
ら
伊
勢
、

須
磨
、
明
石
、
住
吉
、
石
山
、
宇
治

と
、
関
西
一
円
を
舞
台
と
す
る
作
品

を
生
む
原
動
力
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
卓
越
し
た
文
学
作
品
の
存
在

氏
物
語
千
年
紀
記
念
式
典
」
を
開
催

し
、
十
一
月
一
日
を
「
古
典
の
日
」

と
す
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。
今
回
の

千
年
紀
を
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
で
終

わ
ら
せ
ず
、
今
後
も
古
典
文
学
に
親

し
む
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
と
い

う
想
い
か
ら
だ
。

　

今
、
日
本
人
の
小
説
離
れ
が
進
ん

で
い
る
。
実
用
的
な
知
識
ば
か
り
が

も
て
は
や
さ
れ
、「
小
説
な
ど
何
の

役
に
も
立
た
な
い
」
と
言
う
人
も
い

る
が
、
決
し
て
そ
ん
な
こ
と
は
な
い
。

小
説
の
中
に
は
人
生
が
あ
る
。
苦
悩

や
挫
折
を
乗
り
越
え
る
知
恵
、
生
き

る
た
め
の
叡
智
が
詰
ま
っ
て
い
る
。

ま
だ
『
源
氏
物
語
』
を
読
ん
だ
こ
と

の
な
い
人
は
ぜ
ひ
一
度
読
ん
で
ほ
し

い
。
一
人
で
も
多
く
の
日
本
人
が
、

こ
の
「
日
本
の
宝
」
の
魅
力
に
接
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

題字　森　詳介（関西電力株式会社取締役社長）

『躍』（やく）という誌名は、皆さまとともに「躍進」「飛躍」していきたい、
また皆さまにとって「心躍る」広報誌でありたい、
との思いを込めて名づけました。

本誌は大豆油インクを使用しています。

『躍』の内容はホームページでもご覧いただけます。 
http://www.kepco.co.jp/yaku/
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編
集
後
記

　

晩
秋
の
播
磨
、
最
相
葉
月
さ
ん
と
訪
れ
た
兵
庫
県
神
河
町
そ
し
て
山

崎
で
は
、
人
の
熱
い
思
い
と
人
の
手
を
経
た
自
然
の
美
し
さ
に
触
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
都
会
で
忙
し
く
過
ご
し
て
い
る
と
、
水
車
が

回
る
よ
う
な
農
村
風
景
は
遠
い
日
の
郷
愁
の
よ
う
に
感
じ
が
ち
で
す
が
、

私
た
ち
は
日
々
そ
の
恩
恵
に
あ
ず
か
っ
て
い
ま
す
。

　
「
農
」を
は
じ
め
多
く
の
人
の
手
に
支
え
ら
れ
て
い
る
私
た
ち
の「
食
」

︱
︱
「
鼎
談
」
で
は
、
加
賀
爪
優
さ
ん
、
柴
田
明
夫
さ
ん
、
木
場
弘
子

さ
ん
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
日
本
の
「
食
」
を
考
え
ま
し
た
。「
食
」

は
私
た
ち
の
生
命
に
直
結
す
る
大
事
な
こ
と
な
の
に
、
ど
こ
で
ど
う
つ

く
ら
れ
て
い
る
か
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
意
識
す
る
こ
と
も
な
く
、
あ
ま
り

に
も
知
ら
な
い
ま
ま
で
過
ご
し
て
き
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で

「
ル
ポ
」
で
は
若
狭
の
海
の
幸
や
丹
波
の
山
の
幸
、
紀
州
の
梅
干
し
や

醤
油
な
ど
和
の
幸
、
そ
し
て
京
野
菜
と
い
う
都
の
幸
ま
で
、
関
西
の
食

文
化
を
辿
り
、
担
い
手
の
方
々
の
声
を
聞
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
冬
は
温
暖
化
の
影
響
か
暖
冬
だ
そ
う
で
す
が
、
こ
う
し
た
気

候
の
変
化
は
、
海
に
も
山
に
も
田
畑
に
も
良
い
影
響
を
与
え
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
こ
の
国
の
風
土
と
歴
史
が
培
っ
て
き
た
食
文
化
を
、
次
代

に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
、
脱
・
温
暖
化
、
低
炭
素
社
会
の
実
現
が
急

が
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

次
の
季
節
に
向
け
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
る
冬
、
飛
躍
へ
の
糧
と
な

る
「
旬
の
味
」
を
届
け
る
『
躍
』
で
あ
り
た
い
と
願
い
ま
す
。

や
ま
も
と　

そ
う
た

源
氏
物
語
千
年
紀
委
員
会

ゼ
ネ
ラ
ル
プ
ロデュー
サ
ー

一
九
四
四
年
愛
媛
県
生
ま
れ
。
京
都
大
学
文

学
部
哲
学
科
卒
。
N
H
K
入
局
。
主
に
ド
ラ

マ
番
組
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務

め
、
放
送
総
局
衛
星
放
送
第
二
部
長
、
衛
星

放
送
局
次
長
な
ど
を
経
て
、
九
九
年
N
H
K

京
都
放
送
局
長
。
の
ち
N
H
K
文
化
セ
ン
タ
ー

常
務
取
締
役
大
阪
総
支
社
長
を
経
て
、現
職
。

http://w
w

w
.2008genji.jp/

が
記
録
さ
れ
て
一
千
年
を
迎
え
た
の

を
機
に
、
源
氏
物
語
が
後
世
の
日
本

や
世
界
の
文
化
に
与
え
た
影
響
を
再

評
価
し
よ
う
と
、
千
玄
室
さ
ん
、
瀬

戸
内
寂
聴
さ
ん
な
ど
八
人
の
識
者

が
「
源
氏
物
語
千
年
紀
」
を
提
唱
し
、

二
〇
〇
七
年
一
月
に
千
年
紀
委
員
会

を
設
立
、
源
氏
物
語
ゆ
か
り
の
自
治

体
や
地
元
企
業
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
演
奏
会
や
茶
会
、
各
種
公
演
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
イ
ベ
ン
ト
を

行
っ
て
き
た
。

　

〇
八
年
十
一
月
一
日
に
は
、「
源

宇治市源氏物語ミュージアム所蔵『源氏絵鑑帖』より「初音」

宇治市源氏物語ミュージアム所蔵『源氏絵鑑帖』より「御法」


